






７月２１日　第３回理事会

　　 ２２日　第２回ゆうきフェスタ実行委員会

　　 ２４日　九州ブロック有機農業推進法を考える会合

８月　８日　登録認定機関連絡協議会

　　 ２２日　食育推進くまもと県民大会

　　 ２９日　登録認定機関連絡協議会幹事会

　　 ３１日　　第３回くまもとＥco燃料拡大推進研究会

９月 ２日・１１日　有機ＪＡＳ講習会

　　  ９日　　第3回ゆうきフェスタ実行委員会

　　１３日　九州ブロック有機農業推進法を考える会合

10月４日　くまもとグリーン農業推進協議会作業部会

　　１３日　第４回理事会

　　１５日　熊本県有機農業推進協議会（仮称）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結成に向けた会議

１１月１１日　第4回ゆうきフェスタ実行委員会

12月２日　第８回ゆうきフェスタ
            　　　　　　於：興南会館（３面に記事）

　　　　 ５日　くまもとグリーン農業推進フォーラム

　１月２６・２７日　九州・山口有機農業の祭典　　　
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、
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こ
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し
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。
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仕
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同
じ
で
す
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そ
の
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所
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り
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。
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流
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）

第１４回火の国九州・山口有機農業の祭典

幹事団体・NPO 法人肥前有機農業協議会（島内）

     TEL090-9726-2555  FAX0952-50-7456

参加申し込みは各団体でとりまとめるか、熊有研事務局まで

http://www.ryutouen.co.jp

日時・１月２６日（土）～２７日（日）
場所・佐賀市川上峡温泉　龍登園

＜第１分科会＞有機農業推進法　　座長　間　　司

＜第２分科会＞自立農家の確立　　座長　雪竹照信

＜第３分科会＞若者のネットワーク　座長　市来　真

＜第４分科会＞提携　　　　　　　　　 座長　島内　宏

＜第５分科会＞自然エネルギー　　 座長　東　正貴

＜第６分科会＞自家採種　　　　　　 座長　田中欽二

                         　　　　　　　　　　　　　　 岩崎政利　　　 

基調報告　「醤油造りから見えてきたもの」　
　　　　　　　　　丸島宣雄　氏　（丸秀醤油社長）

２７日
特別講演　「化学物質と人間の体」
　　吹角孝之氏（大阪ふくみずアレルギー科院長）

９時４０分～１２時

１２時半　開会

＊＊種苗交換会は am８時～９時２０分＊＊

環境問題が語られる時、農業、林業、水産業という、もっとも自然に近いところで仕事
をしている人々の視点からの、環境問題へのアプローチが少ないと感じませんか？「有
機農業は健康や食育に関係するもので、環境に関係があるのですか？」と聞かれた
ことがありますが、環境と農業の関係はあまり理解されていないように感じます。

百姓は、日が照れば喜び、雨が続けば「いつかは晴れるから」と待つ生活の中で、
自然に寄り添うことが当たり前すぎて、環境と農業の関係を声高に消費者に言うこと
もありません。

消費者は農産物の安全性や価格、包装の環境負荷などに興味はあっても、それを
つくる百姓仕事や、田畑の果たす環境貢献に関しての理解はまだまだです。

どのようにして農業が果たす環境への貢献を表現したらいいのだろうかと思っている
時に出会ったのが、このフードマイレージの考え方でした。
地域に根ざした農業を応援し、食べ方を変えることが、健康と健全な環境をもたらす
こと。消費者と生産者は対立をするのではなく、お互いを必要としていること、この本
はきっとそんな気持ちを呼び起こしてくれるでしょう。　　　　　　　　　　　広報・はざま　
　　

中田哲也　著
日本評論社　発行
B5版　２２７頁
１８００円

山下惣一　
鈴木宣弘　
中田哲也　編
創森社　発行
A5版　１４８頁
１６００円

食べ方で
地球が変わる

フードマイレージ
あなたの食が
地球を変える

日本有機農業研究会編集・発行　　　　
農村漁村文化協会発売
A5判　１６８頁　１７５０円　

日本有機農業研究会は、2003年から
2006年にかけて有機農業の理論的、科
学的裏付けを得ようと「特別講座」を開催し、
このたび、その内容をまとめたものが発行
されました。
有機農業の基本となる自然循環、物質循
環の要となる「土」をはじめ、微生物の働
きや育種、作物栽培についても、やさし
い語り口で基礎的なことを話した、有機
農業理論入門の書です。

「基礎講座　有機農業の技術」
　　 土つくり　施肥　育種　病害虫対策
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新刊本の紹介

２６日

□■７月～10月活動報告■□

□■今後の予定■□




